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三芳地区で秋祭りが開催されました 
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 いつもは穏やかな三芳の各地区でも10月に入り秋祭りが行われ、祭典や屋台の引き回しを行いました。 
 下堀区では道路脇に向日葵がきれいに花を咲かせて並んで屋台を迎えました。中区は老若男女が出揃って、地域
ぐるみお祭りの暖かな雰囲気です。池之内は急な坂を超えて明石区へ、千代区は山下区と川田区でも引き回しまし
た。隣接する屋台の引き回しがない地区の子どもたちもお祭り気分で楽しそうにしていました。すっかり暗くなっ
た頃、滝田区民会館（旧上滝田公民館）前には下滝田区と上滝田区の屋台が灯りを点して並びます。屋台の周りに
は大勢の人が集まり、久々の再開に話を弾ませたり、子どもたちが追いかけっこをしたりて和やかな一時を過ごし
ました。また、祭典を行った地区も数か所ありました。秋祭りが終わると、三芳にも本格的な秋が訪れます。 



増間の昔話とその魅力 
（H23年10月9日開催） 

みよし探訪13【もっと知りたい、増間の昔話】 年末年始の消しゴムはんこ 

 今回の“もっと知りたい、増間の昔話”では、広がりや成行きの魅力に迫りま
す。多くの方のご参加をお待ちしています。 

＊ ＊ ＊ 詳   細 ＊ ＊ ＊ 

日 時：2014年11月22日（土）13時30分から16時頃 

    ①増間の昔話の紹介 ～ ②講話 ～ ③フリートーキング 
場 所：ギャラリーｓｆｋ（下滝田） 
定 員：３０名（要事前予約） 
参加費：３００円 
申込先：事務局宛☎３６－１１８５（平日9時～17時） 

 年末年始に使い勝手のよい図案の消しゴ
ムはんこを作る超初心者向けのワーク
ショップです。自作の消しハンを年賀状や
文房具などに押せば、世界に１つだけのオ
リジナルアイテムに大変身！！ 
※お子さんは参加・同伴できません。 

＊ ＊ ＊ 詳 細 ＊ ＊ ＊ 

日 時：①2014年11月20日（木） 
     10時から12時 

    ②2014年11月23日（日） 
     13時30分から15時３０分 
    ※①、②ともに同じ内容 
場 所：みよし交流館 
定 員：各６名（要事前予約） 
参加費：１２００円（材料費込） 
持ち物：カッター・シャープペン・ 
    はさみ・ものさし（小ぶり） 
申込先：事務局宛☎３６－１１８５ 
    （平日9時～17時） 

 平成23年にギャラリーｓｆｋで開催
した【みよし探訪３ 増間の昔話とその
魅力】には会場語りや講話に耳を傾け
ました。また、フリートーキングでは、
参加者の方から「増間の昔話は医者殿
塾（いしゃどんじゅく）に通う地元や
隣接地域の子どもたちが勉強に興味を
持つよう創作され、安房中へと広まっ
た。」とルーツが紹介され、参加者た
ちは教育に熱心な土地柄の増間にある
愚か話に魅了されていました。 

農村センターで土師部の館陶芸展を開催 

 三芳中学校３年生は10月８日（水）の授業で、
脳のクセを活用した『マインドマップ』という
思考技術でノートをかく体験をしました。 
 この体験には地域づくり支援員でもあり、教
育機関などで学習支援とを行う認定インストラ
クターの横川がゲストティーチャーとして登壇
しました。3年生たちは最初に歴代の徳川将軍
を順番に記憶するワークに取り組みました。記
憶に使う時間は5分でしたが、指名された発表
者が全問正解すると同級生たちは「おぉ
～っ！」という歓声があがり拍手で称えました。
その後もアイデア出しや発表にマインドマップ
を使う方法を学んだあと、班でのグループワー
クでも活発な意見交換をしていました。 

三芳中学校３年生が授業で『マインドマップ』を体験 

   農村センターでは10月11日（土）から19日（日）まで『土
師部の館陶芸展』が開催され、三芳陶芸サークルのメンバーの
約120点の作品と三芳小学校のお子さんが参加する公民館講座
「みちくさハウス」の84人の作品が展示されていました。 
 三芳陶芸サークルのメンバーの展示は小さな置物や立派な花
瓶、おしゃれなカップ＆ソーサーなど、個性的な作品の数々に
来場者たちは興味深く見入っていました。 
 また、小学生の展示には全国から1428点の応募があった
「全国こども陶芸展ｉｎかさま」に出展し、茨城県工業技術セ
ンター窯業指導所長賞に輝いた３年生の渡邉君の作品「サイの
貯金箱」や、4年生の優秀賞作品、3年生の選奨作品も展示され、
来場者の１人は「地元の小学生が作った作品が特別賞をとった
ことはとても誇らしいことですね。」と話していました。 


